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ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

小学校外国語科授業に絵本を取り入れる効果 
－帯活動としての担任教師による読み聞かせ－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教科教育分野 丸山 真知子 

1．．研研究究のの背背景景 
小学校では 2020 年度から新学習指導要領が施行され、3 年生及び 4 年生ではこれまで 5 年生と 6 

年生で行われてきた「外国語活動」が、そして、5 年生及び 6 年生では「外国語科」の授業が行われて

いる。高学年では、聞くことや話すことに加えて、読むことと書くことも目標とする教科が設置された。

この高学年の外国語科の変化については、特に、4 技能の獲得を目指す中学校のような教科としての英

語のイメージを持つ教員も多いだろう。しかし、教科になったからといって、中学校の前倒し的なイメ

ージで授業を行うことは、これまで培ってきた音声中心からはじまる小学校で行うべき英語教育の流れ

を断ち切ることになってしまう恐れもある。高学年担任だけが学ぶということではなく、どのような教

材を使用し、どのような方法で何を指導していけばよいかを学校全体で考えていく必要がある。  
1-1．．学学習習指指導導要要領領のの比比較較かからら 
外国語科は、校種間の連携が重要となる教科である。小学校段階ではどのようなことをねらい、どの

ような力をつけ中学校へ送り出せばいいのか、校種ごとの目標を並べ比較した（図１）。どの校種におい

ても、言語活動を通してという文言が書かれており、実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合

う活動が核になっていることがわかる。小学校では「コミュニケーションを図る素地」・「コミュニケー

ションを図る基礎」となる資質・能力を育成することを目指している。 
外国語におけるコミュニケーションとはどのようなものか。「外国語によるコミュニケーションにお

ける見方・考え方」では、「外国語で表現し、伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世

界、他者との関わりに着目して捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を

整理しながら考えなどを形成し、再構築すること」とある。場面や状況を設定する例として、I like～．

という表現を習得した児童に対し、What food do you like?と質問するのではなく、What food do you like in 
summer?と問い、場面を考えさせることや、日本のお土産を紹介する活動では「日本を初めて訪れた外

国人に」「その人は日本の伝統文化に関心がある」と条件をしぼった課題を与えること等がある。どのよ

うな内容を伝えるべきかを思考し、表現（言い方）を工夫する必要性が生じるような問い方を通し、相

手のことを想像して聞く、自分事として答えることができる力がもとめられる。 

図 1：学習指導要領における校種ごとの目標比較 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

1-2．．担担任任がが授授業業ををすするるとといいううこことと 
小学校における外国語の授業担当者は、専科教員の配置も一定数あるが、ほとんどの場合学級担任が

授業を行っている。令和 5 年度英語教育実施状況調査（小学校）によると、英語教育担当教員延べ 163,475
人のうち学級担任は 88,439 人であり、学年間の交換授業を合わせると 104,956 人の担任教員が外国語の

授業を行っていることが示された。一方、小学校教員の英語免許所有者はごくわずかであり、英語能力

に関する外部試験 CEFR B2 相当以上（英検準 1 級以上など）を取得している教員についても極めて少数

である。また、小学校教員養成課程において英語指導に関する科目の習得が義務づけられたのは 2019 年

度以降であり、小学校教員の多くは外国語を教えたこともなければ大学の教育課程で指導法を学んでも

いないことになる。日本の小学校英語は、学級担任が中心に指導にあたることを前提としてきた。総合

学習の一環だった時期、外国語活動導入の時期だけでなく、教科としてスタートした現在も学級担任主

導は継続する。こうした位置づけが、担任の英語指導力に関わる問題、教員負担の問題にも直結した（寺

沢 2020）との指摘にもあるように、小学校教員にとって英語の授業を担当することは高いハードルとな

り、指導書や ALT に大きく頼らざるを得ない現状があるのだろう。 
1-3．．教教科科書書のの改改訂訂 
教科用図書（以下、教科書）が改訂され、令和６年度より公立小学校では新しい教科書を使用してい

る。小学 5・6 年生が使う外国語科の教科書は、外国語科が 2020 年に教科化されて以降、初めての改訂

である。各社、主体的な学びを大切にしていることや、興味関心を引き出す工夫やしかけを盛り込んで

いること、目標、ゴール、そして評価まで、児童も教師も見通しをもちやすい構成になっていることが

共通している。他にも多文化・異文化理解の教材も豊富に含まれているのもポイントである。新旧の教

科書を比較することで、どのように授業を組み立てていけばいいのか、英語を教えたことのない教員に

とっても今回の教科書改訂は教材研究の幅が一気に広がるきっかけになるであろう。 
その中で、互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動の充実を特色としている光村図書の「Here We Go!2」

について着目する。巻末に「学習を助ける資料」として、「おすすめの絵本」というページが登場した。

「絵をたよりに、物語の展開を楽しむことができるよ」という説明とともに、物語の種類ごとに分けら

れた 8 冊の絵本が紹介されている。外国語活動・外国語科ガイドブックの中でも、絵本は児童に良質な

インプットを与えるために効果的な教材であり、授業で積極的に扱うとよいと書かれている。また、長

田（2018）は、第二言語習得において重要とされるインプットの量を確保する手段の一つとして、かつ、

文脈の中で言語にふれる機会を与える教材として、2020 年に完全施行される指導要領では「読む」素材

である絵本の活用が可能性を広げると述べている。これらのことから、英語の授業の中に絵本を取り入

れることに注目した。。 
1-4．．外外国国語語絵絵本本のの活活用用ににつついいてて 
英語絵本を活用することについて、松井（2019）は、教材としての絵本は英語のリーディング能力を

養うものとして有用な教材となりうる。絵本の中でよく繰り返される語彙や表現を何度も聞くことで、

音声に十分慣れ親しむことに加えて意味がわかるようになる。また、適切な絵本選定を行えば、目的や

場所に合った言語使用を身に付けさせることができると実践研究の中で述べている。また、長田（2018）
は、英語の絵本の語彙はほぼ 1,000～2,000 語レベルでできているものが多いが、子供たちはすべての語

がわかるはずもなく、絵を手掛かりにし、指導者とのやりとり（インタラクション）を通して理解を深

める必要があると考える。また、絵本に出てくる様々な言語使用場面に触れ世界を広げることができる、

と絵本の活用を薦めている。松浦（2012）は、英語絵本がもたらす効果は、興味・関心の向上、聞く力

の育成だけに限らない。小学校と中学校の英語教育の円滑な接続を図る点でも有効ととらえる。しかし、

英語絵本はまだまだ教材としての地位は低く、読み聞かせとして取り扱われる頻度も少ないと今後の展

望を述べている。 
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教師側の視点として、吉村（2017）は、小学校英語はコミュニケーション能力の育成を中心としてい

るので、専科教員や ALT だけに任せるのではなく、児童の実態を把握している学級担任が授業を行うこ

とがもとめられている。しかし「自分の英語力に自信がない」と悩む教員は多い。教師自身の英語力・

指導力を向上させるためにも、英語絵本の読み聞かせは有効であると述べている。読み聞かせについて

は、「Hi Hi,friends！2 指導編」（文部科学省）の中でも、コミュニケーションは相手の話を「聞く」こと

から始まる。聞いて話していることがわかる体験を児童にたくさんさせ、児童自らが「話す」ようにな

ることが大切である。その工夫の一つとして絵本の読み聞かせがあるとしている。 

２２．．研研究究のの目目的的 
先行研究から、「絵本を活用すれば〇〇力がつく」と、児童にとっても教師にとってもメリットがある

ことが示唆された。しかし、先行研究では中学年の実践が多い点、専科教員の研究が多い点から、「教科

化された高学年において担任が授業を行う」という新たな視点で絵本の活用に迫る可能性を考えた。絵

本は低学年の児童が好むものと思われがちだが、高学年の児童の反応を見取り、そして、担任が無理な

く継続的に取り組める方法として、読み聞かせを用い、小学校外国語科において有用な教材となるかを

探りたい。 
 

３３．．研研究究のの方方法法 
（１）読み聞かせによる児童の反応や実習校の英語担当教員のインタビューから、高学年児童への効果

を検討すること 
（２）読み聞かせ後の児童の記述から、高学年児童がもつ絵本へのイメージを分析すること 
（３）対象児童 
山梨県内の公立小学校 6 年生 36 名 

（４）研究実施日 
令和 5 年 9 月 11、13、18、20、25、27 日 

（５）対象児童事前アンケート 【外国語の本を読んだことはありますか はい 10 人 いいえ 26 人】 
 
絵本の選書については、絵本のテーマや言語的に難しい、発達段階に合わないものを選んでしまうと

児童は興味をなくしてしまう可能性があると選書の重要性を報告している実践がある中で、松本（2017）
は、文部科学省が外国語活動において求めている絵本の条件と、第二言語習得におけるインプットとし

ての絵本に求められている条件を加味した 10 の選定条件（試案）を以下のように示している。英語絵

本の読み聞かせ初心者である筆者は、話の展開がシンプルであること、授業で扱う表現に沿うことを中

心に、この選定条件に合う絵本、教科書で紹介されている絵本から選書を行った。また、特別な日の読

み聞かせではなく、日常の授業内に溶け込むデザインにするために１ユニット全ての授業において授業

開始後５分間の中で実践を行うことにした。 
 
 

 
 

①絵本の長さ ②英語が平易であること 
③英語に特徴的な音声やリズムがあること ④絵本作品として優れていること 
⑤遊びの要素があること ⑥他教科との融合をしやすいこと 
⑦児童参加がしやすいこと  ⑧物語構造が繰り返し、または起承転結型であること  
⑨テーマを持つこと                     ⑩主人公、登場人物の設定が魅力的であること 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

４４．．読読みみ聞聞かかせせのの実実践践 
4-1．．児児童童のの反反応応とと教教師師のの考考察察 
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

4-2. 実実習習校校のの英英語語担担当当教教員員へへののイインンタタビビュューー 
実習校は専科教員配置校であり、NLT（Native Language Teacher）と日本人専科教員がともに授業を行

っている。英語教育については先進校であり、2 人の先生方に筆者の読み聞かせの実践についての感想

を伺った。 
・中学生でも教科書のみでは聞き取ることができない。絵（具体物）を見て視覚的に理解につなげるこ

とは効果的である。 
・学習中の表現に沿ったものは授業の導入効果抜群。 
・ストーリーが全然ない本でも、先生とのやりとりがどんどんふくらんでいる。 
・児童の反応を見ていったりきたり進めることのできるのは担任の成せる技だろう。 
・担任が英語を使うと児童はより聞き入る。それは担任への信頼度。 
・ストーリー性のある話は、おちにつながる核となる単語をおさえたい。 
・ストーリーの確認よりもクリアな声（抑揚、強弱）で、その単語のジェスチャーを入れる等が必要。 
・ALT にはジェスチャーや効果音を入れてもらう等、T.T での役割分担が考えられる（図 2）。 
4-3. 読読みみ聞聞かかせせのの実実践践かかららわわかかっったたこことと 

6 冊の読み聞かせを行った。児童の反応から、絵本は視覚的に理解できるもの、導入効果が期待でき

るものということがわかった。また、児童の実態を把握している担任だからこそ読み聞かせが児童に馴

染み聞き取りやすく、担任の力が発揮されたこと、教師の技術としては読み方の工夫や教材提示装置の

利用（図 3）、ALT との役割分担が効果的であることもわかった。児童の様子に合わせ読むスピードを変

えたり、声色を変えたり、見せ方を工夫したりすることは小学校教師にとって得意なところである。担

任が自信をもって T1 となり、児童と英語を介してコミュニケーションができる教材になるとも考えら

れる。高学年でも十分に絵本を楽しめること、教師（担任）の発話が多くなったことが読み聞かせの実

践から示唆された。 
 

 
 
 
 
 
 

図 2 ALT との役割分担      図 3 教材提示装置の利用 

5.児児童童アアンンケケーートトよよりり 
5-1.本本のの種種類類にによよるる児児童童のの感感想想ののちちががいい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

白黒の絵で展開されたストーリーのある絵本と、カラフルでテンポよく読み進められる本との比較を

行った。いずれにも「想像して聞いた」「想像してやってみた」という感想が挙げられた。また、それぞ

れの本の特徴を捉えた感想が書かれていることから、訳さなくても意味の理解ができ、本の世界に入り

込んで聞いていたことがわかった。 
 
 
 
 
 

5-2. 外外国国語語絵絵本本にに対対すするる児児童童ががももつつイイメメーージジ  
読み聞かせの後、児童にアンケートを行った。児童の生の声をたくさん拾いたいと考え、質問項目を

設けず全て自由記述とした。外国語絵本に対する児童の感想をカテゴリーに分け分析した（図 5）。 
児童の回答 件数 

絵本を通じた理解・学び 9 
英語学習の方法 7 
英語の楽しさ 6 
英語学習への意欲 6 
文化や表現の違い 5 
絵本への興味 3 
クラスの雰囲気 3 

 
高学年の児童が持つ絵本のイメージとして、「勉強に役立つもの」「楽しく覚えられるもの」という学

習につながるものだというイメージが多くあげられた。 
・たくさんの英語を知った。 
・英語を聞きながら読むと、物語を楽しんで英語の勉強ができた。 
・本で色々な英語を知れるし、絵があると楽しく覚えられる。 
・ちょっとだけど英語が読めるようになってうれしい。 
・英語はあまりわからないけれど、絵で勉強ができてよかった。 
・楽しみながら英語を学ぶことができる。 
・聞いているうちに英語での勉強になる。 
・文字が少ないと英語の練習になる。 
 
「外国への気づき」「友達と笑い合える」という他者との関わりについての記述も目立った。 
・外国と日本の話し方や表現がぜんぜんちがうことがあって面白い。 
・外国の人たちはおもしろい想像力をもっていることを知った。発想も意外だった。 
・６年生でも笑えた。迷路の本とか読んでみたい。 
・NO や YES など、自分たちで言ったり探したりできた。集中して聞けた。 
・本の特徴がそれぞれあって聞くだけで面白かった。 
・外国の話題が日本では見ない話題だった。 

図 5   児童の回答（複数回答あり） 

図 4  
読み聞かせの様子 
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと
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4-2. 実実習習校校のの英英語語担担当当教教員員へへののイインンタタビビュューー 
実習校は専科教員配置校であり、NLT（Native Language Teacher）と日本人専科教員がともに授業を行
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とは効果的である。 
・学習中の表現に沿ったものは授業の導入効果抜群。 
・ストーリーが全然ない本でも、先生とのやりとりがどんどんふくらんでいる。 
・児童の反応を見ていったりきたり進めることのできるのは担任の成せる技だろう。 
・担任が英語を使うと児童はより聞き入る。それは担任への信頼度。 
・ストーリー性のある話は、おちにつながる核となる単語をおさえたい。 
・ストーリーの確認よりもクリアな声（抑揚、強弱）で、その単語のジェスチャーを入れる等が必要。 
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4-3. 読読みみ聞聞かかせせのの実実践践かかららわわかかっったたこことと 

6 冊の読み聞かせを行った。児童の反応から、絵本は視覚的に理解できるもの、導入効果が期待でき

るものということがわかった。また、児童の実態を把握している担任だからこそ読み聞かせが児童に馴
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

「できないと思っていたけれどできた」「想像して聞けた」「教師とのやりとり」について、読み聞かせ

の最中に感じたことに関する記述も多く寄せられた。 
・普通の本より英語の絵本の方が面白い。話を聞きながら英語が聞けてよかった。 
・聞いているだけで楽しい気持ちになった。ただ yes,you とか言っているだけでも楽しい。 
・先生が「これはなんでしょう」とか私たちに呼びかけてくれた。そうするとみんながなんだろう、そ

うだねと盛り上がったりするからそれがすごくよかった。 
・英語の本は、読めないしわからないと思っていた。でもよめる本もあるし、英語の授業の中で読んで

くれると習ったことをいかせるので楽しく読める。 
・文字は少ないけれど、登場人物が何をしているのかがわかる。 
・絵がカラフルで、英語がわからなくても、その意味を知ろうとするのが楽しい。 
・英語で読めないところは先生がジェスチャーしたり音でヒントをくれたりして簡単だと思った。 
・絵をみて内容がわかり、英語が読めたような気がした。 
・英語の絵本を見たり読んだりしたことがなかったから楽しかった。絵が大きくあれば英語が苦手でも

わかりやすい. 
 
5-3.考考察察 
高学年がもつ外国語絵本のイメージとして「勉強に役立つもの」「楽しく覚えられるもの」「外国への

気づき」「友達と笑い合える」「できないと思っていたけれどできた」「想像して聞けた」「教師とのやり

とり」が挙げられた。これは、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方で狙っているこ

とに沿うのではないだろうか。また、6 年生の教科書（Here We Go！2）では「やってみよう。まちがい

をおそれずに。」というテーマが掲げられている。「言葉の学習には時間がかかります。だれもまちがい

ながら言葉の使い方を理解していきます。たくさんのまちがいの中から、たくさんの発見をして、たく

さんの喜びを味わいながら英語でできることを増やしていきましょう。」というねらいに迫るものにも

なっているのではないだろうか。 
児童のアンケートより、高学年児童は担任による絵本の読み聞かせを肯定的に捉えていること、絵本

の読み聞かせは有用な教材になることが示唆された。小学校外国語科では「やってみよう！」の種をま

くこと、コミュニケーションの素地や基礎を耕し「やってみよう！」の芽を豊かにした児童を中学校へ

送り出すことが重要である。 

6.課課題題 
読み聞かせを実施していくには十分な絵本の確保、指導側の意識改革、カリキュラムの整備が必要で

あるという松浦(2012)の指摘にもあるように、読み聞かせを実践していく上で改善していかなければな

らない課題もわかった。 
絵本の確保について、学校の図書室に置いてある外国語の本は有名な絵本をそのまま翻訳したものが

多い。そのため英文の内容も難しく、児童自ら読むことは困難である。借りる児童はほとんどいないと

のことだ。実際、教科書巻末で紹介されている絵本は、山梨県立図書館や甲府市立図書館を経由して見

つけたものが多い。教科書改訂に伴い、司書教諭との情報共有も重要である。 
カリキュラムについては、「特別な日の読み聞かせ」的な扱いにならないよう、週 2 回の外国語科の中

で絵本の活用を無理なく運用し、工夫が必要である。当該学年だけに任せるのでなく学校全体で取り組

むべき課題となるだろう。 
 
 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと
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の読み聞かせは有用な教材になることが示唆された。小学校外国語科では「やってみよう！」の種をま

くこと、コミュニケーションの素地や基礎を耕し「やってみよう！」の芽を豊かにした児童を中学校へ

送り出すことが重要である。 

6.課課題題 
読み聞かせを実施していくには十分な絵本の確保、指導側の意識改革、カリキュラムの整備が必要で

あるという松浦(2012)の指摘にもあるように、読み聞かせを実践していく上で改善していかなければな

らない課題もわかった。 
絵本の確保について、学校の図書室に置いてある外国語の本は有名な絵本をそのまま翻訳したものが

多い。そのため英文の内容も難しく、児童自ら読むことは困難である。借りる児童はほとんどいないと

のことだ。実際、教科書巻末で紹介されている絵本は、山梨県立図書館や甲府市立図書館を経由して見

つけたものが多い。教科書改訂に伴い、司書教諭との情報共有も重要である。 
カリキュラムについては、「特別な日の読み聞かせ」的な扱いにならないよう、週 2 回の外国語科の中

で絵本の活用を無理なく運用し、工夫が必要である。当該学年だけに任せるのでなく学校全体で取り組

むべき課題となるだろう。 
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